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堕葉酸及適塾葉憩爆薬の特徴敦計算

-(第 3顛工貴爆薬特母数 の計昇)

(昭 和23年 12月 J日 受 理)

山 家 僧 衣

(国文電魚工桑株式曾敢)

生田の系統にぞくするエ粟願 に衣の三つの場合が

･ある｡

Ⅰ)Ao>2AC+AAの場合,生成瓦斯は CO909

re0,ClぉHCl,N空でこの間に行は禿る主反塵は雪

酸酸梁反塵 (DeAcon反感)

HCl･io舅 cl汁 声 o

Ⅰ) 2Ac+A九一AI≦A｡ の場合, 華生瓦斯 は

CO皇,CO.02.HeO.HCl,N空でこの間に行はれる

生反感は C02の解放反感で

co狩CO･io空
屯) 2Ae+Ah-A>Aoの敬合.ePも酸素中食も

少い租合で CO2'CO,甘･JH20,HCl.,Neが華生す

る｡ このときの重圧感は水性ガス反感で CO空+E2-

CO+H20である｡以下これらの三つの場合につき例

に上って疎明する｡

妨3窮の目 顔細 の鎗合 A.>2Ac+Ah

悠牢内成分の分子割合並に生成可薩な歯質との試係

は衣の如くなる｡

C AJ CO2 X-Ae

o A｡ 02 弓 (A･･AL-2Ac-ÂrL)

H 2AA E20 tDz-Ah-AL+E

C1 2AI Cl2 L

N 2A8 HCl Al=2(AL-I)

N皇 n=An

これらの瓦斯平静こDeacon反感の擦件を入れ,

その平紬 を 鞄 とすれば

礼讃 碧 空 結 (a)i ｡
2(Az-t)li(A｡･AC-2AC-Ah-11]i

zi(AA-A.+L)i (訂

-･･････-I.･･････--･.(I)

ここに

瓦I-∬+a+to+I+AL十n

-i(A･･Ah･3AL-t)･ん ･･････-･･･(2)

そしてÈ の温度式は庇に前報掛こ典へられてゐ,るが

その後の襲来文献により打正して衣式に上った｡然し

計井敗位の糞はわづかである｡

logX･-一浩 ･ilogT･O･107

･忘 f昔拒 E(響 )
･iRE(響 )-iRE(翠)

一号RE(響 )-÷RE(響 )

-iRE(響 )]&,･･･ ･･････@(3,

衣に Ql及 Qヨをj掛ヂると

Q1-rJ x･e･ 叫 L･叫 CtdT

-AcEcoe･(号A｡+iA･-1･･一号Ah

･ん-iL)Ed
+(AA-AJ+t)EJ720+LEcEe

+2(Al-L)EEICL･･--･･･････(4)

92=p-gz-叩CC空+吋J720+hLgJ7C1-9

-'Acgco2+(AA-A,+I)g脚

+2(AL-I)gflCL-⊂RF]

-94,20Ac+57.85AA

-(AJ-り(57.65-43.8)

-lHF] ････････････-･･･････(5)

こごに Eco空及 Ed･･････は CO.･及=原子束殴･･･.･･の

り 年報骨は爆葬蒋較故の計井の節3報で把敦その他

は前報せによるI火兵卒食性32(1939)Si2;33.

(1939)30.



dJ家 :瑳栗野及;邑邑素敵埠希の伸雄 計井

此懲 CLCO2,C.A･･････の包皮 )50CからTO.E迄の鎖

分伍でこの伍は私力串の t̀-tJe韻として作央されて

ゐるから計掛 こ便利である｡

計罫例 1 過聖和 丁'･/ モ旦T90,本扮 )0の混合

厳 に の生成熱 e38帥 gと.+ち)｡

塾 安･* 卦

C - 3.75 A.<-3.75 IE=3.75

0 30168 3･C2 A｡-33･65 8-5･665--2LL
H 30.63 6.67 2AAE137.30 tc=)4.82+i

C1 7.66 - 2AIE…7.6も ILL=7.68-2l

lTq 7.6る 一 礼 =:7.6も nEE383

M-35･7251iL

Qf=353.25+1078.90-(AL-I)14.C5-838

QL=3･75Ecoe･(9･525-iL)F･･L
+(14.e2-2L)EllCL

先づ AJ-L-8 の場合を琴へ 0:Z=5如.15 に封L

Tv占5,cc90;2,500 ○;2,CO)OK を伍定して E を求め

これに相野する Qlを見出す｡ 例へは 3,ccOOKの場

合には●

衣

＼ - ふ -冊■苧環 い =̀ ■:･l'=､ - T f LIP

+fTq:02 E.∫ EJ!2C- Ec72

31.75 )7.61 25.37 20.39

Ql-119.C6 J33.66 473.15 78.09 -eC3.96

先づ Q Tp掛 こQeを頓F)T軸に平行に 92.在韓を

引き,次に Qlの鮭を沓温度につき求めて Ql及 92

線との交弘が食むろ退壁 2,監OBE を侍る｡(第 三国1

罫 ● 1 同

I

L1 Ia■ lI.

!;-._3 喜 一t 一Il

♂ I.

'ノイ
I∫ I l iI

｢

～ ト Ji
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～ ;)次に一般の場合として 2,e00○;2,2CO
O;2,5ぐC
3Kに

つきLが0日1,2;3について
同様の計罫を行ひQl
及92の支払を求めてToを得ろ｡
匂】ち
,
衷I

H

J(9.505
-aL)(1

4.82+I)(7
.66-2
t)

-′･.J

･J･⊥･､-

･.,･IL

J･L･-

.
-

-

p

-

/_斗f･.r･崩ハ片,Jr7=
,Fy11VG≠藍

掛mm巴 2,CCOOE2,2COOK2,

5COOK ｡霊は舶馴馴捌脚 19.gは朋543.37638.39554.392)235 2慧霊捌朋馴脚 3篭は慧舶馴脚 幻lf一Ri

I3Nvこれを前第 ]問に固執 こ妃入してそれぞれの受払からToを見出す｡こ

れが上喪のToであって C12の HClへの斑啓によっては To

は殆ど卓封としない｡次に式 くり よりE.,

J L(AA-A.+I)-2(ÀTL)li(A｡･A.

-2^･-AA-I)P(芸)iと窃きこの去迫を ∬JJ右過を T3とLo<E<3.
83の

間のL の掛こ封して方l及Jeを 泉めろ
.この
場合P

を ),)oJ及 td;京転の埼合を考へて紅く｡先づ 屯の計算としては

∫●-霊細は～e.8t533

卸<〓8.5.1,一■0･1

2 3 2.372 2.419 0

.981 9.81 31.013.83 0 2.4

t1 0 O 0IJの計罪には式 (3)よりQの計!馴こよって求め

た過度に封して E.,を定め次の鈷臭を得ろ｡L logEd T E

.Z ･rl0 1.079 2,190 12.82

01 1.090 2,235L 12.85 51.日

2 1.1C4 2-270 12.88

:4.703. J.I_19 2.320 13.Ⅰ6fo.2二2

3
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I l04Id;

10.50 10.70 )0.79

15.80 16.09 13,48

ぷ■り
44.]8 48.32

0.)4 0.19 5.64

21.Z8 18.02 10.75

10.73 ZO.82 日,02

五f 35.70 35.06 33.75 1Cn∝)J00.∝日(刀.CO
従って3屯の pに野する特取掛 土

p J JOI JCJ
VJ 800.2 785.8 77l･O

To 2,I70 2'225､ 2,275

f 6,567.2 6,612.5 6.651.3

この点菜より見れば迫酔こ大豊なくⅤ○,′ も時に計

耳する必担がない,問題は Cl空と fIClとの平野で

あるが感頚瓦斯が大束に故出されるときは全部 fLCl

になると考へてよい｡

t) 鰐 2 国
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＼
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Z参考として全部 HClとなった時の轍 を鵜げろと次の如くな

る｡CO2 02 Hz0 王も HCt;Clヨ

合計10.50 15.85 41.48 10.72 2l.45 0 1CX
)}1 9 To Vo

′35.73 540.3 2一】90 8∝ト7 6,633

賀感の願 としてO'_が期

く過矧 こ存在するものは有り得ないから普通の腰 では Cl王Z=0として針証し たもの

で患支ないことになる

｡串3坪のⅡ)2A+A.

-AT<4遡C A.A COB0 Ao COH 2AA O

{C1 2Al打oON 2A.. HCI
ZT. 缶_--A ,～0-A｡+AL-At.-AA-91tq-AA-ALht-2ALI一Z=A,

1M-a;+1+8+tu+AL+ll-Ao+2Al+Ap-T

この場合は茶 2薪の ICOO_の解放のみが行はれる計井と同様に塀扱ってよい

｡ePち01-叩C(･空+(Ac-2;)gco+t･JgJ2†

)+hLgFICL-(ffF)-67.60

I+26.60AC+57.85(AAIAi)+21.90

×2AL-⊂HF]- ･････････(6)0 戸 rEco2+(A.一･r)E.L+(Ao+ALI

AA-先)Ed+(Ah-

AJ)EF20+2AJEd-T(Ecl･2-2E.[)+Ed(2A.+A〇十2A
rAA)一 十(AA-Al)E.eO ･･ ････

･･･(7)次に logE,"-
1｡g寄 主終

-t｡(吾-I)･i･og0-号logM･与1｡gP････････････

(8)‖Bgに CO王の職 反麿式･｡g

密 に一票 ･号 l｡gT-o･330･

忘 l昔J〔号RE(響 )-2RE(普)-RE(
i苧)-R主(響 )〕･iT････-･･- ･･-････-･(9

)の4式によって Tosが求められる｡計好例 2 泣虫葉虫 T 3,モン80

米粉 20亀 虫 呑 舟 包 含 帝 生 成 竹C - 7.5O

A.,E=7.SO C02 20 27.22 6.C4 A｡･=3

3.26 CO '==7.50-∫H 27.22 J3.34 2AA-40.58 0'_ 0-8.8

85-J;C1 6.8J - 2AI-6.81 IT王O

t0-16.87SN 6.81 - 2AnE=6.81 .HCl htz=

6.81h(t=43.475-3 ZV

e TI=3.dos位って式 (6)及式 (7)に代入して



山家 !良芳散及亀軽罪於蝕 の特攻故計井

先づ ガロ5,6.7.0,7.5に封LT‡≡3,00○○E,2,5COt'E

等につき各 F.を見出して Q空T録を措 くこれに Ql劫

(各 Sに野ナろ)を同詞に求めて TOEが求められる｡

(鼠3)

罪 3 国

ll 1

■

It

p-_ iSi1
■qb

∫■
一I IIメ

L

る｡(国 4)この二つの曲鯨から各 Pに封L/T の

蹄係を求めと九を (国5)の T3散開に妃入し同時に (

闘3)で求めた J,T 曲線を この上に清 くときは求める Tlを得る

｡この翁果P⊂=l P･-lCI P=¶:C8

才 S.qO 7.30 7.43To 2,620 2.SfO 2,eOS

}1 37.575 36.

175 36.C25これから各窮力に野し生成瓦斯の )kg密J)のモル故事銃 ,Q･'Vo.9,/が求められる｡′_…1-_-.I-I.主l･.ー=･J～lJt,,こLl-".9¶きl
J,Jr,1.丘-.､-.1･

･"
P

さ
bJ..
T.三･V=･J･"
.･占.PT,.㌧el,Y､AE.ち,JT･,h陰

臥
隈
岨

加
ぬ
沖T

●

SS●67.07.5
QJ
モod.ede74.46
942.
06975.86

T9E,2,4 る02.6402,820
2

,ヮcoM38.4837.4836.4337.98
衣に式(8)からlogE〆′を求める｡
ガ
.567.
07.3

P已llogh'′′I.22112.84日2.20t83.7588
101タ1 .

22110.84710.201
8I.75
e8

10)タ2.22HI.84llI.
20180.75

88

これらの位をlog K〆′,才軸に記入して曲

線を作り,同田上に logI【pWT〔克 く9))による伍を紀入す
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p- 110J

CO25.907.30

COL600.20
022.985J.58

Hま016.8816.e8
HC16.816.et
Zt'23.413.AI
Voe42.2810.8
9､870970
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H2AhH望y-AA+Ad-Al-A〇十1
C12A-HP･D-A｡-Ac-エ
N2A..
HClAt-2A

LNeI悼A..
M-A-+!+ e+W+l･E+nE]Ah+ん+Al+An

この成かこ放ては水性瓦期反感を考へればよい.
即ち

QF叩:.:巴+吋co +･吋J73 0+htgtLCJ-[H.
F]

E9･7 5313l･2S
A
.+57.BS

A
｡+2l･9 0x2

AL-〔H･
F]･

･
-

････
･･ '･･････

(zo)払-gE∝三十･･EJ+gElIe+htEd+nE
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で解が求められる｡

計昇例 3 組員葉酸T'/モ･/ 70,̀本物 30

包 袋 木 魚 出合杓 ′ 生 成 特

C - ll.2SA_.-IL2S CO28

0 23.82 9.CもAotコ32.88 CO _I-ll.25-J;

H 23.82 20.01 2AA-43.83F2 yE32;-2.69S

C1 5.96 - 2ÀtaS.96 HPtgz=21.63-3

h' 5.96 1 2A.1--5.96 HClAL-5.96

h'. 1lG2.98

⊂H.Fコ-874 もlE39.I25

1の淀閑は A-Ah+A.-AL-A｡匂】ち Il.25-

2.695であるが,水性Ei折では 富=6-5附迫が所要の

亀田と考へられる｡ この間の J:]こ封して 蝕 を褒め

91との闘係から Tを求める｡

Q･_･の針井

T IZ.25 9.CO 7.00 6.CO 5.50 5.α)

3,OCOつK 962.6 952.9 943.3 - - 933.7

2,500OE 827.2 833.3 833.l 1 - 835･8

91- 9Jd.8 894.8 875.3 865.6 860.7 855.8

変数 T 2,850 2,7eO 2･880 2.丘ふ5 2,(35 2,600

=･tP/L･.U - 0.5∝)8 2.Cる3 4.138 6.012 9,018

. 斯くて上演の 3,000OE 及 2'SCOOK による 蝕,T良

(直線と見てよい)に式 (10)で求めた上衣3行目の

91線との糞塊より4行目,の交鈷 Tが栂られる｡

節 6 回
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次に式 (Z2)の第 1項 =
･tc/T ･yを各 ,に開し計許し払 曲娘を (団7)に清く.これに

式 (12)から淡めた ET曲良をこの上に妃大

してzT 既侍が求められる｡これを (国8)に描く,

これに (団6)で得た ET陛侍を妃入した曲録との交軸 .ら Z;T｡がまめ

られる｡

茄 8 円

ト ll

i I■

(_ L 鍾 li
ILL-∫ i

∫ 1

ぎL

CLe 25..3 T 7'JJ斯 くしまめた特取払 三

次の如くである｡1'-5.LS

8Q-865V4-877

で0-2.620もⅠ=39.1

3-8,734

エ 析 血モ JレCOS 5.48CO

5.77H_4 2.79H20 1

6.15HC1 5.96

ZI. 2.98 %0-71122か紹141474ll57皮

39.13

100倍これらの

計某例で求めた韓投政を遮盟襲竣アンモン及米粉の丑に既し国表すれば (田9)に表す如


